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新 旧 対 照 表 
○ 千 葉 県 自 然 公 園 施 設 設 置 管 理 条 例 （ 昭 和 五 十 四 年 千 葉 県 条 例 第 一 号 ） 

新 旧 

  

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ） 

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十

四 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 自 然 公 園 施 設 の 設 置 及 び 管 理 に 関 し 必 要 な 事

項 を 定 め る も の と す る 。 

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十

四 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 自 然 公 園 施 設 の 設 置 及 び 管 理 に 関 し 必 要 な 事

項 を 定 め る も の と す る 。 

  

（ 設 置 ） （ 設 置 ） 

  

第 二 条 県 は 、 自 然 公 園 （ 自 然 公 園 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 百 六 十 一 号 ） 第 二

条 第 一 号 に 規 定 す る 自 然 公 園 を い う 。 ） の 利 用 の 機 会 を 県 民 に 提 供 し 、 も つ

て 県 民 の 保 健 、 休 養 及 び 教 化 に 資 す る こ と を 目 的 と し て 自 然 公 園 施 設 を 設 置

す る 。 

第 二 条 県 は 、 自 然 公 園 （ 自 然 公 園 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 百 六 十 一 号 ） 第 二

条 第 一 号 に 規 定 す る 自 然 公 園 を い う 。 ） の 利 用 の 機 会 を 県 民 に 提 供 し 、 も つ

て 県 民 の 保 健 、 休 養 及 び 教 化 に 資 す る こ と を 目 的 と し て 自 然 公 園 施 設 を 設 置

す る 。 

（ 名 称 及 び 位 置 ） （ 名 称 及 び 位 置 ） 

第 三 条 自 然 公 園 施 設 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の と お り と す る 。 第 三 条 自 然 公 園 施 設 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の と お り と す る 。 

 名 称 位 置   名 称 位 置  

 大 房 岬 自 然 公 園 施 設 南 房 総 市 富 浦 町 多 田 良   大 房 岬 自 然 公 園 施 設 南 房 総 市 富 浦 町 多 田 良  

 （ 削 る 。 ）    勝 浦 海 中 公 園 施 設 勝 浦 市 吉 尾  

 白 子 自 然 公 園 施 設 長 生 郡 白 子 町 剃 金 及 び 古 所   白 子 自 然 公 園 施 設 長 生 郡 白 子 町 剃 金 及 び 古 所  

 片 貝 自 然 公 園 施 設 山 武 郡 九 十 九 里 町 片 貝   片 貝 自 然 公 園 施 設 山 武 郡 九 十 九 里 町 片 貝  

 （ 削 る 。 ）    上 永 井 自 然 公 園 施 設 旭 市 上 永 井  

一 部 改 正 〔 昭 和 六 一 年 条 例 八 号 ・ 平 成 一 三 年 三 四 号 ・ 一 七 年 四 九 号 ・

一 〇 一 号 〕 

一 部 改 正 〔 昭 和 六 一 年 条 例 八 号 ・ 平 成 一 三 年 三 四 号 ・ 一 七 年 四 九 号 ・

一 〇 一 号 〕 

  

（ 業 務 ） （ 業 務 ） 

第 四 条 自 然 公 園 施 設 の 業 務 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る と お り と す る 。 第 四 条 自 然 公 園 施 設 の 業 務 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る と お り と す る 。 

一 広 場 、 園 地 、 運 動 場 、 博 物 展 示 施 設 そ の 他 施 設 の 提 供 一 広 場 、 園 地 、 運 動 場 、 博 物 展 示 施 設 そ の 他 施 設 の 提 供 

二 野 外 レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 に 関 す る 指 導 助 言 二 野 外 レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 に 関 す る 指 導 助 言 

三 そ の 他 自 然 公 園 施 設 の 設 置 の 目 的 を 達 成 す る た め 知 事 が 必 要 と 認 め る 業

務 

三 そ の 他 自 然 公 園 施 設 の 設 置 の 目 的 を 達 成 す る た め 知 事 が 必 要 と 認 め る 業

務 

一 部 改 正 〔 平 成 一 七 年 条 例 八 一 号 ・ 二 一 年 八 三 号 〕 一 部 改 正 〔 平 成 一 七 年 条 例 八 一 号 ・ 二 一 年 八 三 号 〕 
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（ 指 定 管 理 者 に よ る 管 理 ） （ 指 定 管 理 者 に よ る 管 理 ） 
第 五 条 知 事 は 、 自 然 公 園 施 設 の 設 置 の 目 的 を 効 果 的 に 達 成 す る た め 、 自 然 公

園 施 設 の 管 理 を 、 法 人 そ の 他 の 団 体 で あ つ て 知 事 が 指 定 す る も の （ 以 下 「 指

定 管 理 者 」 と い う 。 ） に 行 わ せ る も の と す る 。 

第 五 条 知 事 は 、 自 然 公 園 施 設 の 設 置 の 目 的 を 効 果 的 に 達 成 す る た め 、 自 然 公

園 施 設 の 管 理 を 、 法 人 そ の 他 の 団 体 で あ つ て 知 事 が 指 定 す る も の （ 以 下 「 指

定 管 理 者 」 と い う 。 ） に 行 わ せ る も の と す る 。 

  

（ 業 務 の 範 囲 ） （ 業 務 の 範 囲 ） 

第 六 条 指 定 管 理 者 が 行 う 業 務 の 範 囲 は 、 第 四 条 各 号 に 掲 げ る 業 務 と す る 。 第 六 条 指 定 管 理 者 が 行 う 業 務 の 範 囲 は 、 第 四 条 各 号 に 掲 げ る 業 務 と す る 。 

  

（ 利 用 の 承 認 ） （ 利 用 の 承 認 ） 

第 七 条 自 然 公 園 施 設 の 施 設 の う ち 規 則 で 定 め る 施 設 を 利 用 し よ う と す る 者

は 、 あ ら か じ め 、 指 定 管 理 者 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 

第 七 条 自 然 公 園 施 設 の 施 設 の う ち 規 則 で 定 め る 施 設 を 利 用 し よ う と す る 者

は 、 あ ら か じ め 、 指 定 管 理 者 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 

  

（ 利 用 の 不 承 認 ） （ 利 用 の 不 承 認 ） 

第 八 条 指 定 管 理 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 前 条 に 規 定 す

る 施 設 の 利 用 を 承 認 し な い こ と が で き る 。 

第 八 条 指 定 管 理 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 前 条 に 規 定 す

る 施 設 の 利 用 を 承 認 し な い こ と が で き る 。 

一 そ の 利 用 が 、 公 の 秩 序 又 は 善 良 の 風 俗 を 害 す る お そ れ が あ る と き 。 一 そ の 利 用 が 、 公 の 秩 序 又 は 善 良 の 風 俗 を 害 す る お そ れ が あ る と き 。 

二 そ の 利 用 が 、 自 然 公 園 施 設 の 設 置 の 目 的 に 反 す る と 認 め ら れ る と き 。 二 そ の 利 用 が 、 自 然 公 園 施 設 の 設 置 の 目 的 に 反 す る と 認 め ら れ る と き 。 

三 そ の 他 自 然 公 園 施 設 の 管 理 上 支 障 が あ る と 認 め ら れ る と き 。 三 そ の 他 自 然 公 園 施 設 の 管 理 上 支 障 が あ る と 認 め ら れ る と き 。 

  

（ 利 用 の 承 認 の 取 消 し 等 ） （ 利 用 の 承 認 の 取 消 し 等 ） 

第 九 条 指 定 管 理 者 は 、 第 七 条 の 規 定 に よ る 利 用 の 承 認 を 受 け た 者 が 次 の 各 号

の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 承 認 を 取 り 消 し 、 又 は そ の 承 認 に 係 る 利

用 を 制 限 す る こ と が で き る 。 

第 九 条 指 定 管 理 者 は 、 第 七 条 の 規 定 に よ る 利 用 の 承 認 を 受 け た 者 が 次 の 各 号

の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 承 認 を 取 り 消 し 、 又 は そ の 承 認 に 係 る 利

用 を 制 限 す る こ と が で き る 。 

一 こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 の 規 定 に 違 反 し た と き 。 一 こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 の 規 定 に 違 反 し た と き 。 

二 虚 偽 の 申 請 そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 利 用 の 承 認 を 受 け た 事 実 が 明 ら か に

な つ た と き 。 

二 虚 偽 の 申 請 そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 利 用 の 承 認 を 受 け た 事 実 が 明 ら か に

な つ た と き 。 

三 そ の 他 自 然 公 園 施 設 の 管 理 上 支 障 が あ る と 認 め ら れ る と き 。 三 そ の 他 自 然 公 園 施 設 の 管 理 上 支 障 が あ る と 認 め ら れ る と き 。 

  

（ 行 為 の 許 可 ） （ 行 為 の 許 可 ） 

第 十 条 自 然 公 園 施 設 内 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 行 為 を し よ う と す る 者 は 、

指 定 管 理 者 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 

第 十 条 自 然 公 園 施 設 内 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 行 為 を し よ う と す る 者 は 、

指 定 管 理 者 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 

一 物 の 販 売 、 業 と し て 行 う 案 内 、 写 真 若 し く は 映 画 の 撮 影 若 し く は 物 の 貸

付 け そ の 他 の 営 業 行 為 又 は 物 の 頒 布 、 募 金 若 し く は 興 行 そ の 他 こ れ ら に 類

す る 行 為 を す る こ と 。 

一 物 の 販 売 、 業 と し て 行 う 案 内 、 写 真 若 し く は 映 画 の 撮 影 若 し く は 物 の 貸

付 け そ の 他 の 営 業 行 為 又 は 物 の 頒 布 、 募 金 若 し く は 興 行 そ の 他 こ れ ら に 類

す る 行 為 を す る こ と 。 
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二 集 会 、 競 技 会 、 展 示 会 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 催 し の た め 自 然 公 園 施 設 の

全 部 又 は 一 部 を 独 占 し て 利 用 す る こ と 。 

二 集 会 、 競 技 会 、 展 示 会 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 催 し の た め 自 然 公 園 施 設 の

全 部 又 は 一 部 を 独 占 し て 利 用 す る こ と 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ る 許 可 を 受 け た 者 は 、 当 該 許 可 に 係 る 事 項 を 変 更 し よ う と

す る と き は 、 指 定 管 理 者 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ る 許 可 を 受 け た 者 は 、 当 該 許 可 に 係 る 事 項 を 変 更 し よ う と

す る と き は 、 指 定 管 理 者 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 

３ 前 二 項 の 規 定 に よ る 許 可 に は 、 自 然 公 園 施 設 の 管 理 上 必 要 な 範 囲 内 で 条 件

を 付 す る こ と が で き る 。 

３ 前 二 項 の 規 定 に よ る 許 可 に は 、 自 然 公 園 施 設 の 管 理 上 必 要 な 範 囲 内 で 条 件

を 付 す る こ と が で き る 。 

  

（ 許 可 の 取 消 し ） （ 許 可 の 取 消 し ） 

第 十 一 条 指 定 管 理 者 は 、 前 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ る 許 可 を 受 け た 者

が 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 そ の 許 可 を 取 り 消 す こ と が で き

る 。 

第 十 一 条 指 定 管 理 者 は 、 前 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ る 許 可 を 受 け た 者

が 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 そ の 許 可 を 取 り 消 す こ と が で き

る 。 

一 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 許 可 の 条 件 に 違 反 し た と き 。 一 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 許 可 の 条 件 に 違 反 し た と き 。 

二 こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 の 規 定 に 違 反 し た と き 。 二 こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 の 規 定 に 違 反 し た と き 。 

  

（ 管 理 の 基 準 ） （ 管 理 の 基 準 ） 

第 十 二 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 指 定 管 理 者 が 行 う 管 理 の 基 準 に つ い

て は 、 規 則 で 定 め る 。 

第 十 二 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 指 定 管 理 者 が 行 う 管 理 の 基 準 に つ い

て は 、 規 則 で 定 め る 。 

  

（ 利 用 料 金 ） （ 利 用 料 金 ） 

第 十 三 条 自 然 公 園 施 設 の 有 料 の 施 設 を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 指 定 管 理 者 に

そ の 利 用 に 係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と い う 。 ） を 支 払 わ な け れ ば な ら な

い 。 

第 十 三 条 自 然 公 園 施 設 の 有 料 の 施 設 を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 指 定 管 理 者 に

そ の 利 用 に 係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と い う 。 ） を 支 払 わ な け れ ば な ら な

い 。 

２ 指 定 管 理 者 は 、 利 用 料 金 を 自 己 の 収 入 と し て 収 受 す る 。 ２ 指 定 管 理 者 は 、 利 用 料 金 を 自 己 の 収 入 と し て 収 受 す る 。 

３ 利 用 料 金 の 額 は 、 別 表 に 掲 げ る 額 の 範 囲 内 に お い て 指 定 管 理 者 が 定 め る 額

と す る 。 

３ 利 用 料 金 の 額 は 、 別 表 に 掲 げ る 額 の 範 囲 内 に お い て 指 定 管 理 者 が 定 め る 額

と す る 。 

４ 指 定 管 理 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 利 用 料 金 の 額 を 定 め よ う と す る と き は 、

あ ら か じ め 知 事 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 そ の 額 を 変 更 し よ う と す る

と き も 、 同 様 と す る 。 
４ 指 定 管 理 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 利 用 料 金 の 額 を 定 め よ う と す る と き は 、

あ ら か じ め 知 事 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 そ の 額 を 変 更 し よ う と す る

と き も 、 同 様 と す る 。 

  

（ 利 用 料 金 の 支 払 の 時 期 ） （ 利 用 料 金 の 支 払 の 時 期 ） 

第 十 四 条 利 用 料 金 は 、 指 定 管 理 者 が 定 め る 支 払 の 時 期 ま で に 支 払 わ な け れ ば

な ら な い 。 

第 十 四 条 利 用 料 金 は 、 指 定 管 理 者 が 定 め る 支 払 の 時 期 ま で に 支 払 わ な け れ ば

な ら な い 。 

  

（ 利 用 料 金 の 免 除 ） （ 利 用 料 金 の 免 除 ） 
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第 十 五 条 指 定 管 理 者 は 、 知 事 の 承 認 を 受 け て 定 め た 基 準 に よ り 、 利 用 料 金 の

全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。 

第 十 五 条 指 定 管 理 者 は 、 知 事 の 承 認 を 受 け て 定 め た 基 準 に よ り 、 利 用 料 金 の

全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。 

  

（ 利 用 料 金 の 返 還 ） （ 利 用 料 金 の 返 還 ） 

第 十 六 条 支 払 わ れ た 利 用 料 金 は 、 返 還 し な い 。 た だ し 、 指 定 管 理 者 が 特 別 の

理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

第 十 六 条 支 払 わ れ た 利 用 料 金 は 、 返 還 し な い 。 た だ し 、 指 定 管 理 者 が 特 別 の

理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

  

（ 知 事 に よ る 管 理 ） （ 知 事 に よ る 管 理 ） 

第 十 七 条 知 事 は 、 指 定 管 理 者 の 指 定 を 受 け る も の が な い と き 、 指 定 管 理 者 を

指 定 す る こ と が で き な い と き 、 又 は 地 方 自 治 法 第 二 百 四 十 四 条 の 二 第 十 一 項

の 規 定 に よ り 指 定 管 理 者 の 指 定 を 取 り 消 し 、 若 し く は 期 間 を 定 め て 管 理 の 業

務 の 全 部 若 し く は 一 部 の 停 止 を 命 じ た と き は 、 第 五 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、

指 定 管 理 者 を 指 定 し 、 又 は 当 該 停 止 の 期 間 が 終 了 す る ま で の 間 、 臨 時 に 当 該

自 然 公 園 施 設 の 管 理 の 業 務 の 全 部 又 は 一 部 を 行 う も の と す る 。 

第 十 七 条 知 事 は 、 指 定 管 理 者 の 指 定 を 受 け る も の が な い と き 、 指 定 管 理 者 を

指 定 す る こ と が で き な い と き 、 又 は 地 方 自 治 法 第 二 百 四 十 四 条 の 二 第 十 一 項

の 規 定 に よ り 指 定 管 理 者 の 指 定 を 取 り 消 し 、 若 し く は 期 間 を 定 め て 管 理 の 業

務 の 全 部 若 し く は 一 部 の 停 止 を 命 じ た と き は 、 第 五 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、

指 定 管 理 者 を 指 定 し 、 又 は 当 該 停 止 の 期 間 が 終 了 す る ま で の 間 、 臨 時 に 当 該

自 然 公 園 施 設 の 管 理 の 業 務 の 全 部 又 は 一 部 を 行 う も の と す る 。 

２ 前 項 の 場 合 （ 業 務 の 一 部 の 停 止 を 命 じ た こ と に よ る 場 合 に あ つ て は 、 当 該

停 止 を 命 じ た 業 務 に 施 設 の 利 用 の 承 認 が 含 ま れ る と き に 限 る 。 ） に お け る 第

七 条 か ら 第 九 条 ま で の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 指 定 管 理 者 」

と あ る の は 「 知 事 」 と 、 第 七 条 中 「 な ら な い 」 と あ る の は 「 な ら な い 。 た だ

し 、 当 該 利 用 に つ い て 指 定 管 理 者 の 承 認 を 受 け て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な

い 」 と す る 。 

２ 前 項 の 場 合 （ 業 務 の 一 部 の 停 止 を 命 じ た こ と に よ る 場 合 に あ つ て は 、 当 該

停 止 を 命 じ た 業 務 に 施 設 の 利 用 の 承 認 が 含 ま れ る と き に 限 る 。 ） に お け る 第

七 条 か ら 第 九 条 ま で の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 指 定 管 理 者 」

と あ る の は 「 知 事 」 と 、 第 七 条 中 「 な ら な い 」 と あ る の は 「 な ら な い 。 た だ

し 、 当 該 利 用 に つ い て 指 定 管 理 者 の 承 認 を 受 け て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な

い 」 と す る 。 

３ 第 一 項 の 場 合 （ 業 務 の 一 部 の 停 止 を 命 じ た こ と に よ る 場 合 に あ つ て は 、 当

該 停 止 を 命 じ た 業 務 に 第 十 条 の 許 可 が 含 ま れ る と き に 限 る 。 ） に お け る 同 条

及 び 第 十 一 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 指 定 管 理 者 」 と あ

る の は 「 知 事 」 と 、 第 十 条 第 一 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 な ら な い 」 と あ る

の は 「 な ら な い 。 た だ し 、 当 該 行 為 に つ い て 指 定 管 理 者 の 許 可 を 受 け て い る

場 合 は 、 こ の 限 り で な い 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 な ら な い 」 と あ る の は 「 な ら

な い 。 た だ し 、 当 該 変 更 に つ い て 指 定 管 理 者 の 許 可 を 受 け て い る 場 合 は 、 こ

の 限 り で な い 」 と す る 。 
３ 第 一 項 の 場 合 （ 業 務 の 一 部 の 停 止 を 命 じ た こ と に よ る 場 合 に あ つ て は 、 当

該 停 止 を 命 じ た 業 務 に 第 十 条 の 許 可 が 含 ま れ る と き に 限 る 。 ） に お け る 同 条

及 び 第 十 一 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 指 定 管 理 者 」 と あ

る の は 「 知 事 」 と 、 第 十 条 第 一 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 な ら な い 」 と あ る

の は 「 な ら な い 。 た だ し 、 当 該 行 為 に つ い て 指 定 管 理 者 の 許 可 を 受 け て い る

場 合 は 、 こ の 限 り で な い 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 な ら な い 」 と あ る の は 「 な ら

な い 。 た だ し 、 当 該 変 更 に つ い て 指 定 管 理 者 の 許 可 を 受 け て い る 場 合 は 、 こ

の 限 り で な い 」 と す る 。 

４ 第 一 項 の 場 合 （ 業 務 の 一 部 の 停 止 を 命 じ た こ と に よ る 場 合 に あ つ て は 、 当

該 停 止 を 命 じ た 業 務 に 利 用 料 金 の 収 受 が 含 ま れ る と き に 限 る 。 ） に お い て 、

当 該 自 然 公 園 施 設 の 有 料 の 施 設 を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 第 十 三 条 の 規 定 に

か か わ ら ず 、 別 表 に 掲 げ る 額 の 範 囲 内 に お い て 知 事 が 定 め る 使 用 料 を 納 入 し

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 利 用 に つ い て 同 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 利 用

料 金 を 支 払 つ て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 

４ 第 一 項 の 場 合 （ 業 務 の 一 部 の 停 止 を 命 じ た こ と に よ る 場 合 に あ つ て は 、 当

該 停 止 を 命 じ た 業 務 に 利 用 料 金 の 収 受 が 含 ま れ る と き に 限 る 。 ） に お い て 、

当 該 自 然 公 園 施 設 の 有 料 の 施 設 を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 第 十 三 条 の 規 定 に

か か わ ら ず 、 別 表 に 掲 げ る 額 の 範 囲 内 に お い て 知 事 が 定 め る 使 用 料 を 納 入 し

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 利 用 に つ い て 同 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 利 用

料 金 を 支 払 つ て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 
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５ 前 項 本 文 の 場 合 に お け る 第 十 四 条 か ら 前 条 ま で 及 び 別 表 の 規 定 の 適 用 に つ

い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 利 用 料 金 」 と あ る の は 「 使 用 料 」 と 、 「 指 定 管 理

者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 、 第 十 五 条 中 「 知 事 の 承 認 を 受 け て 定 め た 基 準 」

と あ る の は 「 使 用 料 及 び 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 千 葉 県 条 例 第 六 号 ） 第 五

条 第 三 項 の 規 定 の 例 」 と 、 同 表 中 「 第 十 三 条 第 三 項 」 と あ る の は 「 第 十 七 条

第 四 項 」 と す る 。 

５ 前 項 本 文 の 場 合 に お け る 第 十 四 条 か ら 前 条 ま で 及 び 別 表 の 規 定 の 適 用 に つ

い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 利 用 料 金 」 と あ る の は 「 使 用 料 」 と 、 「 指 定 管 理

者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 、 第 十 五 条 中 「 知 事 の 承 認 を 受 け て 定 め た 基 準 」

と あ る の は 「 使 用 料 及 び 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 千 葉 県 条 例 第 六 号 ） 第 五

条 第 三 項 の 規 定 の 例 」 と 、 同 表 中 「 第 十 三 条 第 三 項 」 と あ る の は 「 第 十 七 条

第 四 項 」 と す る 。 

６ 知 事 は 、 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 使 用 料 の 徴 収 を 猶 予 し 、 又 は 分

納 さ せ る こ と が で き る 。 

６ 知 事 は 、 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 使 用 料 の 徴 収 を 猶 予 し 、 又 は 分

納 さ せ る こ と が で き る 。 

７ 使 用 料 を 納 入 す べ き 者 が 当 該 使 用 料 を 納 入 す べ き 期 限 ま で に 納 入 し な い 場

合 に お い て は 、 県 税 の 例 に よ り 延 滞 金 を 徴 収 す る 。 た だ し 、 知 事 が 特 別 の 事

情 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。 

７ 使 用 料 を 納 入 す べ き 者 が 当 該 使 用 料 を 納 入 す べ き 期 限 ま で に 納 入 し な い 場

合 に お い て は 、 県 税 の 例 に よ り 延 滞 金 を 徴 収 す る 。 た だ し 、 知 事 が 特 別 の 事

情 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。 

８ 県 民 の 日 を 定 め る 条 例 （ 昭 和 五 十 九 年 千 葉 県 条 例 第 三 号 ） に 規 定 す る 県 民

の 日 そ の 他 規 則 で 定 め る 場 合 に お い て 、 自 然 公 園 施 設 の 有 料 の 施 設 で 規 則 で

定 め る も の に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 第 四 項 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ れ

を 徴 収 し な い 。 

８ 県 民 の 日 を 定 め る 条 例 （ 昭 和 五 十 九 年 千 葉 県 条 例 第 三 号 ） に 規 定 す る 県 民

の 日 そ の 他 規 則 で 定 め る 場 合 に お い て 、 自 然 公 園 施 設 の 有 料 の 施 設 で 規 則 で

定 め る も の に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 第 四 項 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ れ

を 徴 収 し な い 。 

９ 偽 り そ の 他 不 正 の 行 為 に よ り 使 用 料 の 徴 収 を 免 れ た 者 に 対 し て は 、 そ の 徴

収 を 免 れ た 金 額 の 五 倍 に 相 当 す る 金 額 （ 当 該 五 倍 に 相 当 す る 金 額 が 五 万 円 を

超 え な い と き は 、 五 万 円 と す る 。 ） 以 下 の 過 料 に 処 す る 。 

９ 偽 り そ の 他 不 正 の 行 為 に よ り 使 用 料 の 徴 収 を 免 れ た 者 に 対 し て は 、 そ の 徴

収 を 免 れ た 金 額 の 五 倍 に 相 当 す る 金 額 （ 当 該 五 倍 に 相 当 す る 金 額 が 五 万 円 を

超 え な い と き は 、 五 万 円 と す る 。 ） 以 下 の 過 料 に 処 す る 。 

10 第 一 項 の 規 定 に よ り 知 事 が 管 理 の 業 務 の 全 部 又 は 一 部 を 行 つ た 後 指 定 管 理

者 が 当 該 業 務 を 行 う こ と と な つ た 場 合 に お け る 第 七 条 、 第 十 条 第 一 項 各 号 列

記 以 外 の 部 分 及 び 第 二 項 並 び に 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第

七 条 中 「 な ら な い 」 と あ る の は 「 な ら な い 。 た だ し 、 当 該 利 用 に つ い て 知 事

の 承 認 を 受 け て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 」 と 、 第 十 条 第 一 項 各 号 列 記 以

外 の 部 分 中 「 な ら な い 」 と あ る の は 「 な ら な い 。 た だ し 、 当 該 行 為 に つ い て

知 事 の 許 可 を 受 け て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 な ら

な い 」 と あ る の は 「 な ら な い 。 た だ し 、 当 該 変 更 に つ い て 知 事 の 許 可 を 受 け

て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 」 と 、 第 十 三 条 第 一 項 中 「 な ら な い 」 と あ る

の は 「 な ら な い 。 た だ し 、 当 該 利 用 に つ い て 第 十 七 条 第 四 項 本 文 の 規 定 に よ

る 使 用 料 を 納 入 し て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 」 と す る 。 

10 第 一 項 の 規 定 に よ り 知 事 が 管 理 の 業 務 の 全 部 又 は 一 部 を 行 つ た 後 指 定 管 理

者 が 当 該 業 務 を 行 う こ と と な つ た 場 合 に お け る 第 七 条 、 第 十 条 第 一 項 各 号 列

記 以 外 の 部 分 及 び 第 二 項 並 び に 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第

七 条 中 「 な ら な い 」 と あ る の は 「 な ら な い 。 た だ し 、 当 該 利 用 に つ い て 知 事

の 承 認 を 受 け て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 」 と 、 第 十 条 第 一 項 各 号 列 記 以

外 の 部 分 中 「 な ら な い 」 と あ る の は 「 な ら な い 。 た だ し 、 当 該 行 為 に つ い て

知 事 の 許 可 を 受 け て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 な ら

な い 」 と あ る の は 「 な ら な い 。 た だ し 、 当 該 変 更 に つ い て 知 事 の 許 可 を 受 け

て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 」 と 、 第 十 三 条 第 一 項 中 「 な ら な い 」 と あ る

の は 「 な ら な い 。 た だ し 、 当 該 利 用 に つ い て 第 十 七 条 第 四 項 本 文 の 規 定 に よ

る 使 用 料 を 納 入 し て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 」 と す る 。 

  

（ 委 任 ） （ 委 任 ） 

第 十 八 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 自 然 公 園 施 設 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事

項 は 、 規 則 で 定 め る 。 

第 十 八 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 自 然 公 園 施 設 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事

項 は 、 規 則 で 定 め る 。 
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別 表 （ 第 十 三 条 第 三 項 ） 別 表 （ 第 十 三 条 第 三 項 ） 

 施 設 の 名 称 利 用 料 金 の 名 称 単 位 額 の 範 囲   施 設 の 名 称 利 用 料 金 の 名 称 単 位 額 の 範 囲  

 大 房 岬 自 然 公

園 施 設 

野 営 場 利 用 料 テ ン ト 一 張 り 一 泊

に つ き 

六 百 三 十 円 以 内   大 房 岬 自 然 公

園 施 設 

野 営 場 利 用 料 テ ン ト 一 張 り 一 泊

に つ き 

六 百 三 十 円 以 内  

 白 子 自 然 公 園

施 設 

（ 削 る 。 ）     白 子 自 然 公 園

施 設 

庭 球 場 利 用 料 一 面 四 時 間 に つ き 二 千 二 百 円 以 内  

   野 球 場 利 用 料 二 時 間 に つ き 千 五 百 二 十 円 以

内 

    野 球 場 利 用 料 二 時 間 に つ き 千 五 百 二 十 円 以

内 

 

  

 
   附 則 

 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 


